








 

研究目的 

シアル酸に特異的に作用する neuraminidase を姙娠初期マウスに投与すること

により,姙娠継続が障害されることは,Gasic 等によって報告されている。しか

し ,その作用機序については ,免疫学的な barrier と考えられる

trophobl-ast(特に細胞表面のムコ多糖類)に直接作用するか,deciduar に作用

するのか,又は,シアル酸に富む gonadotropinr に作用するのか,未解明の現況

である。 


